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マジョリティとして日本社会で暮らしている人には気づきにくいことはたくさんあります。
この本は、みなさんが過ごしてきた学校を舞台に、様々な場面でみられる
文化的な問題を取り上げ、その場に自分がいたら、と想像しながら考えられる本です。
私たちには目があり、耳があり、口があり、鼻があり、
他者と自分との違いに気づくことは普通にあります。
ですが、そこに、善悪、優劣、があるわけではありません。
「多文化共生」というものは、相手に自分を一方的に受け入れさせることでもなく、
相手を自分が一方的に受け入れることでもありません。
お互いがお互いを知り、さあ、どう落としどころを考えようか、ということに
向き合う過程が必要です。この本は学校という場が取り上げられていますが、
アルバイト先、就職先、もしかしたら近所づきあい、などでも、
目に見えない形で生じていることだってあるはずです。
大学入学時には学校生活で、部活で、そして交友関係で、
すでに自分と異なる文化に接した経験はあるでしょう。
視野を広げ、これまで自分が気にしてなかったことの
背景を考えるきっかけにしてみるのも楽しい時間になると思います。
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